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新
年
あ
け
ま
し
て
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
み
な
さ
ま
に
は
、す
が
す
が
し
い
新
年
を
お
迎

え
の
こ
と
と
心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
、町
行
政
の
推
進
に
格
段
の
ご
支
援
と
ご
協
力

を
賜
り
、厚
く
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
成
22
年
の
新
春
を
迎
え
、心
新
た
に
、誠
実
で
信
頼

さ
れ
る
行
政
を
目
指
し
、安
心
し
て
豊
か
に
暮
ら
せ
る
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
ま
い
り
ま
す
。

平
成
23
年
度
中
を
予
定
し
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

次
に
、関
係
各
位
の
ご
協
力
に
よ
り
、永
年
の
念
願
で
あ

り
ま
し
た
田
杭
地
内
の
県
道
御
坊
由
良
線
の
拡
幅
計
画
が

進
め
ら
れ
る
こ
と
と
な
り
、現
在
の
ク
ヌ
ッ
セ
ン
機
関
長

の
救
命
艇
保
管
庫
が
移
転
の
対
象
と
な
る
こ
と
か
ら
、２

か
年
計
画
で
海
岸
沿
い
に
用
地
造
成
を
行
い
、新
た
に
展

示
保
管
庫
と
公
衆
便
所
を
併
設
す
る
ほ
か
、遺
徳
顕
彰
碑

の
移
設
や
駐
車
場
の
計
画
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

経
済
状
況
の
厳
し
い
中
、町
政
は
順
調
に
推
移
し
て
お

り
ま
す
が
、少
子
高
齢
化
対
策
や
地
場
産
業
の
育
成
、住

民
福
祉
の
充
実
等
々
、限
ら
れ
た
財
源
の
中
で
住
民
み
な

さ
ま
の
ご
期
待
に
応
え
ら
れ
る
よ
う
全
力
を
尽
く
し
て

ま
い
る
所
存
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

日
高
町
の
更
な
る
発
展
の
た
め
、一
段
の
ご
協
力
と
ご

支
援
を
賜
り
ま
す
よ
う
、お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も

に
、み
な
さ
ま
方
に
と
っ
て
幸
多
き
一
年
と
な
り
ま
す
よ

う
心
か
ら
お
祈
り
申
し
上
げ
、新
年
の
ご
あ
い
さ
つ
と
い

た
し
ま
す
。

　

昨
年
は
、総
選
挙
に
お
い
て
与
野
党
が
逆
転
し
、政
権

が
交
代
す
る
と
い
う
激
動
の
年
で
ご
ざ
い
ま
し
た
。子
ど

も
手
当
、農
業
者
戸
別
所
得
補
償
制
度
の
創
設
な
ど
家
計

へ
の
直
接
支
援
を
目
的
と
す
る
経
済
政
策
、年
金
・
医
療
・

福
祉
の
社
会
保
障
政
策
、就
職
者
支
援
な
ど
の
雇
用
政
策

等
が
、多
く
の
国
民
の
支
持
を
得
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、今

後
の
動
向
が
注
目
さ
れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
な
中
、日
高
町
で
は
、子
育
て
や
教
育
は
未

来
へ
の
投
資
と
し
て
、新
年
度
よ
り
０
歳
児
・
１
歳
児
保

育
の
定
員
枠
拡
大
や
内
原
保
育
所
の
改
修
計
画
を
進
め

る
と
と
も
に
、子
ど
も
医
療
費
の
中
学
校
卒
業
時
ま
で
の

対
象
枠
拡
大
や
子
ど
も
た
ち
が
安
全
に
健
や
か
に
育
つ

環
境
整
備
に
向
け
、学
童
保
育
の
定
員
枠
拡
大
に
取
り
組

む
計
画
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、か
ね
て
よ
り
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の
入
所

を
待
ち
望
ま
れ
て
い
る
待
機
者
の
み
な
さ
ま
の
期
待
に
応

え
る
べ
く
、本
年
度
よ
り
ひ
だ
か
博
愛
園
み
ち
し
お
の
増

築
計
画
が
進
め
ら
れ
、20
床
の
増
床
と
ケ
ア
ハ
ウ
ス
20
床
、

シ
ョ
ー
ト
ス
テ
イ
10
床
の
増
床
を
計
画
し
、供
用
開
始
は

　

あ
け
ま
し
て
、お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

　

町
民
の
み
な
さ
ま
に
は
、健
や
か
に
輝
か
し
い
新
年
を

お
迎
え
の
こ
と
と
、心
か
ら
お
慶
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　

平
素
は
議
会
活
動
に
対
し
、温
か
い
ご
理
解
と
絶
大
な

ご
協
力
を
賜
り
、議
員
一
同
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、昨
年
の
総
選
挙
で
民
主
党
は
歴
史
的
な
圧
勝
を

遂
げ
ま
し
た
。そ
の
後
、社
民
、国
民
新
党
両
党
と
連
立
政

権
を
組
み
、鳩
山
内
閣
が
発
足
し
、マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
実
現

一
層
、透
明
、公
正
で
効
率
的
な
行
政
運
営
は
も
と
よ
り
、

こ
れ
ま
で
以
上
に
住
民
へ
の
説
明
責
任
、信
頼
確
保
が
求

め
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、私
た
ち
議
会
の
果
た
す
役
割
も
、よ
り
重
要
に

な
っ
て
い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。こ
の
地
域
主
権
改
革

は
、革
命
に
近
い
改
革
と
い
わ
れ
て
お
り
、地
域
主
権
を

確
立
す
る
た
め
に
は
、私
ど
も
行
政
関
係
者
や
町
民
の
み

な
さ
ま
が
、こ
う
し
た
議
論
へ
積
極
的
に
参
画
す
る
こ
と

が
重
要
に
な
っ
て
く
る
と
考
え
ま
す
。

　

私
ど
も
議
会
議
員
と
い
た
し
ま
し
て
も
、よ
り
一
層
の

資
質
・
能
力
の
向
上
に
努
め
、研
鑽
を
積
む
所
存
で
あ
り

ま
す
。

　

ど
う
か
本
年
も
町
議
会
に
対
し
、よ
り
一
層
の
ご
支

援
・
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
と
と
も
に
、み
な

さ
ま
の
ご
健
勝
と
ご
多
幸
を
心
か
ら
お
祈
り
し
、新
年
の

ご
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

に
向
け
、次
々
と
政
策
転
換
を
打
ち
出
し
ま
し
た
。

　

そ
の
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
の
柱
に
地
域
主
権
の
確
立
が
あ

り
ま
す
。こ
れ
は
、明
治
以
来
連
綿
と
続
い
て
き
た
中
央

集
権
・
官
僚
依
存
政
治
を
抜
本
的
に
改
革
し
、地
域
主
権

国
家
を
構
築
す
る
こ
と
で
あ
り
、主
権
者
で
あ
る
住
民
一

人
ひ
と
り
が
自
ら
考
え
、主
体
的
に
行
動
し
、そ
の
行
動

の
選
択
に
責
任
も
負
う
新
し
い
国
づ
く
り
を
構
築
す
る

こ
と
で
あ
り
ま
す
。

　

地
方
分
権
一
括
法
で
国
と
地
方
は
、法
律
上
は
対
等
・

協
力
の
関
係
に
は
な
り
ま
し
た
が
、い
ま
だ
に
税
源
配
分

が
不
十
分
で
、地
方
の
自
立
や
意
志
決
定
の
妨
げ
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　

地
域
主
権
の
確
立
に
は
、そ
の
障
害
と
な
る
規
制
等
の

改
革
や
、現
在
の
国
の
ひ
も
付
き
補
助
金
で
は
な
く
地
方

が
自
由
に
使
え
る
財
源
が
必
要
で
す
。

　

一
方
、こ
の
地
域
主
権
改
革
は
、私
た
ち
の
地
方
自
治

体
に
も
変
革
を
も
た
ら
し
ま
す
。地
方
自
治
体
は
、よ
り

新
年
の
ご
あ
い
さ
つ

日高町長

中  善 夫
日高町議会議長

一 松 輝 夫
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公
正
中
立
、明
る
い
選
挙
に
尽
力

　

選
挙
制
度
１
２
０
周
年
に
お
け

る
選
挙
関
係
功
労
者
表
彰
の
伝
達

式
が
、11
月
17
日
に
日
高
振
興
局

で
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

今
年
が
選
挙
制
度
１
２
０
周
年

の
記
念
の
年
に
当
た
る
こ
と
か

ら
、多
年
に
わ
た
り
選
挙
の
管
理

執
行
に
精
励
さ
れ
る
な
ど
選
挙
に

関
す
る
功
労
者
に
対
し
て
、内
閣

総
理
大
臣
、総
務
大
臣
が
表
彰
す
る

も
の
で
、日
高
地
方
か
ら
３
人
が
受

賞
さ
れ
ま
し
た
。

　

日
高
町
か
ら
は
、町
選
挙
管
理
委

員
会
委
員
長
の
楠
山
皓
さ
ん=

荊
木

=
に
総
務
大
臣
感
謝
状
が
贈
ら
れ
ま

し
た
。

　

楠
山
さ
ん
は
、平
成
11
年
か
ら
現

在
に
至
る
ま
で
町
選
管
委
員
長
と
し

て
、10
年
に
わ
た
り
選
挙
の
管
理
執

行
や
選
挙
の
啓
発
事
務
に
従
事
さ

れ
、公
正
中
立
な
選
挙
の
執
行
に
尽

力
さ
れ
て
い
ま
す
。

※
選
挙
制
度
１
２
０
周
年

　

明
治
22
年
２
月
11
日
に
衆
議
院
議
員

選
挙
法
が
制
定
さ
れ
、国
民
が
初
め
て
選

挙
に
よ
り
直
接
国
政
に
参
加
す
る
途
が

ひ
ら
か
れ
て
１
２
０
年
に
な
り
ま
す
。

　

こ
の
間
、国
民
参
政
の
拡
大
、成
人
男

子
に
よ
る
普
通
選
挙
の
実
現
等
を
経
て
、

現
在
の
男
女
平
等
の
普
通
選
挙
制
度
が

確
立
さ
れ
ま
し
た
。

　

選
挙
権
は
、主
権
者
で
あ
る
国
民
の
基

本
的
権
利
で
あ
り
、選
挙
は
民
主
政
治
の

根
幹
で
す
。

（総務省発行広報紙より一部抜粋）

日高振興局長から感謝状の伝達を受ける楠山さん

楠
山
さ
ん
に
総
務
大
臣
感
謝
状

　

日
高
町
で
は
、１
月
４
日（
月
）午
前
10
時
か
ら
日
高
町
中
央
公
民
館
大
会

議
室
に
お
い
て
、平
成
22
年
成
人
式
を
開
催
し
ま
す
。

　

今
年
の
対
象
者
は
、平
成
元
年
４
月
２
日
か
ら
平
成
２
年
４
月
１
日
ま
で

に
生
ま
れ
た
方
で
、81
人（
男
性
41
人
、女
性
40
人
）で
す
。

　

対
象
者
に
は
、既
に
案
内
状
を
送
付
し
て
い
ま
す
の
で
、ご
出
席
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、中
央
公
民
館（
☎
６
３
・
３
８
１
１
）ま
で
。

　

新
成
人
を
迎
え
ら
れ
る
の
は
、次
の
み
な
さ
ま
で
す
。　
　
　
　
（
敬
称
略
）

成
人
式
の
ご
案
内

中
央
公
民
館

▽
原
谷　

内
田
大
喜
・
金
﨑
覚
・
左
成
正

明
・
寺
本
圭
佑
・
松
下
亮
介
・
山
本
真
弓

▽
萩
原　
悦
宗
利
幸
・
小
田
翼
・
神
森
悠

矢
・
木
下
侑
太
郎
・
小
西
優
矢
・
西
岡
大

地
・
前
田
一
真
・
吉
岡
孝
起
・
市
ノ
瀬
梓
・

木
下
久
美
・
﨑
山
彩
香
・
﨑
山
美
鈴
・
﨑
山

由
季
菜
・
杉
本
明
日
美
・
田
原
利
恵
・
長
野

巴
美
・
屋
敷
有
沙

▽
荊
木　

池
ノ
上
覚
・
楠
本
洋
平
・
長
峪

正
晃
・
岩
下
桃
子
・
小
池
円
香
・
塩
路
加

奈
・
中
早
あ
お
い
・
林
杏
奈
・
松
本
眞
依
・

栁
本
莉
沙

▽
池
田　

切
通
友
恵

▽
高
家　
鍵
本
知
彦
・
段
孝
行
・
中
筋
保

裕
希
・
深
瀬
晶
之
・
柿
本
保
奈
美
・
原
井
麻

有
・
細
川
夏
海
・
前
田
美
香
・
山
﨑
美
奈

▽
小
中　

白
井
里
佳

▽
柏　

濱
孝
憲
・
湯
川
亜
子
可

▽
上
志
賀　

堀
内
幹
太
・
津
野
沙
織

▽
久
志　

藤
田
朋
子

▽
中
志
賀　

滝
頭
伸
哉
・
中
尾
晃
大
・
三

井
田
竜
介
・
上
地
彩
花
・
権
神
恵
梨
子
・
白

井
彩
華

▽
下
志
賀　

稲
葉
義
昭
・
野
口
零
・
橋
本

隼
佑
・
伊
輪
美
乃
・
倉
本
有
貴
・
林
真
梨
奈

▽
谷
口　
石
田
京
介
・
中
野
隆
文
・
越
本

沙
也
加

▽
小
池　

野
澤
斎

▽
方
杭　

堀
貴
達
・
山
本
浩
司

▽
小
浦　

磯
崎
数
馬

▽
比
井　

勝
浦
誓
太
・
玉
置
裕
也
・
橋
本

香
里

▽
小
坂　

尾
﨑
秀
司
・
尾
崎
崇
・
木
村
圭

吾
・
小
林
由
季

▽
産
湯　

山
下
祐
矢
・
池
﨑
み
な
み

▽
阿
尾　

浪
一
平
・
青
貝
幸
・
那
須
初
夏

▽
田
杭　

生
戸
美
幸

１
月
４
日（
月
）

写真は、昨年の成人式
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標識を付けたクエの稚魚（写真上）を放流（写真下）

http://www.pref.wakayama.lg.jp/nettv/

わ
まちの　　

だい

My Town Topics

〔拡大版〕〔拡大版〕〔拡大版〕

※取材協力：民宿「はまよし」（柏）

　10月26日（月）、産湯海岸沖合いの海上で、ク
エの稚魚１５００匹が放流されました。

　今回の放流は、比井崎漁協と日高振興局による
もので、このうち５００匹には県下初の試みとし
て、電話番号、通し番号を記した黄色の標識（ダー
トタグ）を付けています。この標識により、捕獲さ
れた際に、いつどこで放流されたクエなのかがわ
かるようになっていて、クエの生育状況や移動範
囲などの調査に役立てられます。
　稚魚は、独立行政法人水産総合研究センター・
五島栽培漁業センター（長崎県）で種苗生産さ
れ、比井崎漁協で中間育成していたものです。

クエに標識を付けて放流
県下初の試み－比井崎漁協－

　11月4日（水）、町内の民宿において、朝日放送
の『おはよう朝日です』の番組取材がありました。

　この日、訪れたのはタレントの七井貴行さん、
矢野ひろしさんをはじめ、スタッフ総勢７人。
　クエのフルコースを堪能した二人は「身がぷる
んっ、ぷるん！魚やないみたい。おいしい」と絶
賛。途中、ピアノユニット「ＱＵ－Ｅ」も登場し、ク
エの魅力をＰＲ。この模様は、11月９日の同番組
内で約10分間放送されました。
　また、テレビ和歌山でも『きのくに２１』の番組
内で、今年町商工会が取り組んできたクエのまち
テーマソング制作の経緯やイベント「クエ・フェ
ア」、クエの稚魚放流などの様子がまとめて放送
されました。

　このほか、12月３日からは、和歌山県インター
ネット放送局において「クエの町日高」が紹介さ
れていますので、ぜひご覧ください。

クエの魅力を発信！
－「おはよう朝日です」などで放送－
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　11月13日（金）、日高中学校（塩﨑洋治校長）で校内音楽会が行われました。
　１年生から順にクラス発表があり、それぞれ課題曲「夏の思い出」「夏の日の贈りもの」「旅立ちの
日に」や自由曲を披露。先生らによる合唱もあり、クエのまちテーマソング「九絵のバラード」を熱
唱して会場を盛り上げました。
　このほか、選択音楽生徒らの発表もあり、美しい歌声、演奏が体育館に響き渡りました。

　同18日（水）には、内原小学校（田端正幸校長）でも校内音楽会が行われ、学年ごとに歌と合奏を
発表。新型インフルエンザの影響で練習不足の面があるといいながらも、児童らは元気いっぱい、
見事に練習の成果を披露しました。
　また、育友会のお母さん方による合唱も披露され、「時代」をしっとりと歌い上げ、「ひょっこり
ひょうたん島」では振りを付けて歌うなど、発表会に花を添えました。

インフルにも負けないよ！ 元気に発表！！
－内原小・日高中で校内音楽会－

　11月20日（金）、比井小学校（木村泰史校長）で比井小まつ
りが開催され、児童71名が招待した地域の人たち約50名と
ふれあいました。

　まず、歌の合唱やゲームでふれあった後、班に分かれて地域
の人たちから「お手玉」や「あやとり」「竹馬」など昔の遊びを
教わりながら体験。
　その後、各学年による出し物で地域の人たちをもてなすな
どして、校内は笑い声で満ちあふれていました。

昔の遊びで地域の人々とふれあう
－比井小まつり－
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１、２年生のスタートと
　　　５、６年生の先頭争い

沿道では、保育園児や
　　保護者らが声援を送った

わくわく、どきどき！

　11月29日（日）、町内の３保育所で園児らに
よる生活発表会が行われました。
　※（内原保育所は、町農改センターで）
　園児たちは、この日のために練習してきた歌
やダンス・劇などを元気いっぱいに披露。その姿
に訪れた保護者や地域の人たちからは、大きな
拍手が送られました。
　楽しい思い出が、いつまでも心に残りますように。

－保育所　生活発表会－

児童らが力走！園児も声援

　12月４日（金）、志賀小学校（寒川正美校長）で
校内マラソン大会が開かれました。
　寒川校長から「自分の力を精一杯出して」と激
励を受けた児童らは、１、２年生１㌔、３、４年生
1.5㌔、５、６年生２㌔の学校周辺コースをそれぞ
れ力走しました。
　コース沿いでは、保護者らのほか志賀保育所の
園児らも詰めかけ、かわいい声援を送っていまし
た。上位入賞者は、次のとおりです。

－志賀小　校内マラソン大会－

内原保育所…①②③　志賀保育所…④⑤⑥　比井保育所…⑦⑧⑨

①

③②

④

⑤ ⑥

⑧

⑨

⑦

【男子】１年①湯川史也②森蔭叶夢③稲葉光太郎▽２年①上山京介②秋山拓③岩城
温貴▽３年①湯川雅史②畑山拓磨③舛田隼▽４年①坂口雄希②津村健太③玉置一
茂▽５年①中井椋太②中村翔汰③湯川達矢▽６年①中野樹②庄司裕也③上平隼平
【女子】１年①伊藤彩光②津村咲希③稲垣愛菜▽２年①柴田芽依②塩路ほのか③前
田鳳伽▽３年①深海舞羽②酒本咲良③川﨑藍理▽４年①井垣亜美②古久保早慧③
島西柚月▽５年①稲葉悠梨②鈴木結女③阪本菜花▽６年①小川莉子②西上理花③
坂口南未
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2010年
世界農林業センサス

　農林水産省では、平成22年２月１日現在で、「2010年世界農林業センサス」を実施します。
　農林業センサスは、わが国の農林業の生産構造や就業構造、農山村地域の実態を明らかに
することを目的に、５年ごとに実施している大切な調査です。

　１月下旬から調査員が農林業関係者の方 を々訪問して、「農林業経営体調査票」に農林業
の経営状況などの記入をお願いします。

　農業や林業を行っている農家・林家や法人などを対象とした調査で、都道府県知事から任命
された統計調査員が訪問し、調査対象となる条件を満たしているかお伺いします。
　調査の対象となった場合は調査票をお渡しし、ご記入いただきます。

・世帯員の構成と就業状況
・農地、山村の所有と利用状況
・農林産物の生産販売の状況
・農業・林業の労働力
・農作業受託の状況　　などを調査します。

農林業の現状を知り、未来へつなげるための大切な調査です。

ご協力をお願いします。

い   ま

どうやって調査するの？

どんなことを調べるの？

どんなことに利用されるの？

　調査は、統計法に基づく基幹統計調査として実施します。
　この法律では調査内容を統計以外の目的に使用することが堅く禁じられていますので、調査
結果が税金の徴収に使われるようなことは一切ありません。
　また調査員にも守秘義務がありますので、調査で知り得た情報が他人に漏れることはありま
せんし、調査票についても紛失・盗難に遭わないよう厳重に管理されます。

プライバシーの保護について

【農林業経営体調査】

お問い合わせ/総務政策課（☎63・2051）

（平成22年２月１日実施）

　農林行政の企画・立案や中・長期的な国土利用計画
や経済計画の策定、地方交付税の算出のための基礎資
料として利用されます。
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お問い合わせは、
（☎63・2051）まで。

総
務
政
策
課

お
知
ら
せ

　

新
春
恒
例
の
消
防
団
訓
練
出
初
式

は
、１
月
５
日（
火
）午
前
10
時
か
ら

日
高
町
若
も
の
広
場
グ
ラ
ウ
ン
ド

（
雨
天
の
場
合
、町
農
村
環
境
改
善
セ

ン
タ
ー
）で
、婦
人
防
火
ク
ラ
ブ
の
参

加
を
得
て
挙
行
し
ま
す
。

　

式
典
で
は
、多
年
に
わ
た
り
消
防

団
員
と
し
て
活
躍
い
た
だ
い
て
い
る

団
員
の
方
々
が
、和
歌
山
県
消
防
協

会
総
裁
、和
歌
山
県
消
防
協
会
日
高

郡
支
部
長
か
ら
表
彰
さ
れ
ま
す
。ま

た
、退
団
者
に
対
し
感
謝
状
が
贈
呈

さ
れ
ま
す
。

　

出
初
式
に
お
い
て
表
彰
、感
謝
状

を
受
け
ら
れ
る
の
は
、次
の
方
々
で

す
。（
敬
称
略
）

◎
和
歌
山
県
消
防
協
会
総
裁
表
彰

▽
20
年
勤
続
表
彰=

金
﨑
昭
仁（
第

１
分
団
班
長
）西
平
卓
也（
第
１
分

団
班
長
）

◎
和
歌
山
県
消
防
協
会
日
高
郡
支
部

長
表
彰

▽
10
年
勤
続
表
彰=

仲
田
次
男（
第

１
分
団
員
）鈴
木
利
治（
第
２
分
団

員
）津
村
和
義（
第
２
分
団
員
）

◎
平
成
20
年
度
退
団
者

▽
久
保
幸
市（
消
防
団
長
）野
尻
忠

生（
第
２
分
団
長
）神
田
喜
進（
第

１
分
団
員
）武
内
一
起（
第
１
分
団

員
）

　

な
お
、１
月
５
日
、午
前
８
時
に

消
防
団
員
招
集
の
た
め
、防
災
行
政

無
線
に
よ
り
サ
イ
レ
ン
を
鳴
ら
し
ま

す
の
で
、火
災
・
そ
の
他
の
災
害
と

お
間
違
え
の
な
い
よ
う
お
願
い
し
ま

す
。

　

ま
た
式
典
終
了
後
、西
川
の
清
水

井
橋
上
流
に
て
消
防
団
、婦
人
防
火

ク
ラ
ブ
に
よ
る
放
水
訓
練
を
実
施
し

ま
す
。訓
練
場
所
付
近
は
、水
滴
が
飛

散
し
ま
す
の
で
河
川
沿
線
に
お
住
ま

い
の
方
は
、洗
濯
物
等
ご
注
意
く
だ

さ
い
。

◎
平
成
21
年
度
新
入
団
員

▽
畑
ケ
中
正
己（
第
１
分
団
員
）入
江

伸
行（
第
１
分
団
員
）白
井
雄
太（
第

２
分
団
員
）小
嶋
卓（
第
３
分
団
員
） 昨年の出初式の様子

日
高
町
消
防
団

訓
練
出
初
式

１
月
５
日（
火
）

　
　
日
高
町
若
も
の
広
場

　
「
情
報
公
開
制
度
」は
、町
が
保
有

す
る
情
報（
公
文
書
等
）を
み
な
さ
ま

情
報
公
開
制
度
お
よ
び

個
人
情
報
保
護
制
度

の
実
施
状
況
を

　

お
知
ら
せ
し
ま
す

か
ら
の
請
求
に
応
じ
て
公
開
す
る
こ

と
で
、よ
り
開
か
れ
た
町
政
を
推
進

し
、み
な
さ
ま
と
の
信
頼
・
協
力
関

係
を
深
め
よ
う
と
す
る
制
度
で
す
。

　

昨
年
の
実
施
状
況
は
、次
の
と
お

り
で
す
。

・
公
文
書
開
示
請
求
件
数
…
０
件

・
公
文
書
開
示
請
求
に
関
す
る
決
定

　

状
況
…
０
件

・
不
服
申
立
て
の
件
数
…
０
件

　

ま
た
、「
個
人
情
報
保
護
制
度
」は
、

町
が
保
有
す
る
個
人
情
報
の
保
護
を

図
る
た
め
の
適
正
な
手
続
き
な
ど

を
定
め
た
制
度
で
、自
分
の
個
人
情

報
の
開
示
や
個
人
情
報
の
訂
正
、利

用
停
止
を
請
求
す
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

　

平
成
21
年
11
月
末
現
在
の
実
施
状

況
は
、次
の
と
お
り
で
す
。

・
開
示
請
求
件
数
…
０
件

・
訂
正
請
求
お
よ
び
利
用
停
止
等
の

  

受
付
件
数
…
０
件
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　地方自治体が財政破綻すると、役場自体はもちろんのこと、住民のみなさまにとっても、
税金をはじめ公共料金や保育料の値上げ、小学校の統廃合や補助金の廃止・削減、道路整備
などの中止・延期など様々な行政サービスの低下により、日々の生活に重大な影響を及ぼ
します。
　こういったことにならないように、平成19年6月に「地方公共団体の財政の健全化に関す
る法律」（財政健全化法）が制定され、新たな財政指標により、財政状況を的確に把握し、公表
することで、深刻な状況に陥ることを回避し、早期に健全化対策を講じることとなりました。
　昨年度は公表まででしたが、今年度からは、算定された数値により、数値が悪ければ必要
な措置が講じられることになります。
　この指標による日高町の財政状況は下表のとおりで、今のところ心配ありません。
　今後も、住民のみなさまにご心配をおかけすることのないよう、引き続き健全財政の運営
に努めてまいります。

平成20年度  財政健全化判断比率等を
お知らせします

■財政健全化判断比率

■資金不足比率

日高町の比率 判断基準
早期健全化基準
イエローライン

財政再生基準
レッドライン平成20年度 平成19年度 増減

 実質赤字比率 － － － 15.0%  20.0%
 連結実質赤字比率 － － － 20.0% 35.0%
 実質公債費比率 14.9% 13.5% 1.4% 25.0% 35.0%
 将来負担比率 107.5% 138.3% ▲30.8% 350.0%

特別会計名
日高町の比率

判断基準
平成20年度 平成19年度 増減

 水道事業会計 － － － 20.0%
 下水道事業特別会計 － － － 20.0%

（注）【実質赤字比率】、【連結実質赤字比率】は、黒字の場合『－』表示となります。

（注）資金不足額がない場合『－』表示となります。

○財政健全化判断比率等とは？ … 【財政健全化判断比率】と【資金不足比率】です。
　　★財政健全化判断比率は、次の4つの比率からなっています。
　　　　　①実質赤字比率 ……… 一般会計等の単年度の赤字の割合で、財政運営の深刻度を示すものです。
　　　　　②連結実質赤字比率 … 一般会計等と特別会計の全ての会計の単年度の実質赤字の割合で、町全体の財

政運営の深刻度を示すものです。
　　　　　③実質公債費比率 …… 一般会計の借金返済額に特別会計や一部事務組合における借金返済額に充て

るために一般会計から支出した額を合算した額から交付税措置分等を差し引
いた実質的な一般会計の負担の割合で、借金返済にかかる資金繰りの危険度を
示すものです。これは3年間の平均値で示されます。

　　　　　④将来負担比率 ……… 一般会計が全ての会計と一部事務組合、第3セクターでの借入金残高に対して
負担する額や、全職員の退職金への負担額など、今後支出が必要となる額と、町
の貯金の額や交付税で措置される額などを勘案し、将来において一般会計の負
担となる割合で、将来の財政への圧迫度を示すものです。

　　★資金不足比率は、水道や下水道事業など公営企業の資金不足を料金収入の規模と比較して指標化された
　　　 もので、経営の深刻度を示すものです。

用語解説
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最
近
、
野
焼
き
に
よ

る
「
煙
や
臭
い
で
大
変

迷
惑
し
て
い
る
」
と
い

う
苦
情
が
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　

農
業
、
林
業
、
漁
業
を
営
む
た
め
の

や
む
を
得
な
い
焼
却
等
で
あ
っ
て
も
、

焼
却
時
に
は
風
向
き
や
付
近
の
状
況
を

考
慮
し
て
、
近
隣
の
方
に
迷
惑
を
か
け

な
い
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。

お問い合わせは、
（☎63・3800）まで。

　

平
成
22
・
23
年
度
に
お
い
て
、
日

高
町
が
発
注
す
る
建
設
工
事
・
測
量
・

建
設
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
等
お
よ
び
物

品
購
入
等
の
一
般
（
指
名
）
競
争
入

札
に
参
加
を
希
望
さ
れ
る
業
者
の
方

か
ら
、
参
加
願
い
の
提
出
を
受
け
付

け
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
日
高
町
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

■
提
出
期
間　

平
成
22
年
１
月
４
日

〜
３
月
31
日

■
有
効
期
間

住民福祉課
お知らせ

一
般（
指
名
）競
争
入
札 

参
加
願
い 

受
付
開
始

平
成
22
年
度
〜
平
成
23
年
度

■
提
出
方
法　

持
参
ま
た
は
郵
送

要
介
護
認
定
を

受
け
た
高
齢
者
の
方
の

「
障
害
者
控
除
」

　

介
護
保
険
制
度
で
要
介
護
認
定
を

受
け
た
65
歳
以
上
の
高
齢
者
の
方
に

は
、
介
護
認
定
の
審
査
判
定
資
料
を

確
認
し
、
基
準
に
該
当
す
る
場
合
に

は
、
所
得
税
や
町
県
民
税
の
確
定
申

告
で
障
害
者
控
除
を
受
け
る
た
め
の

認
定
書
を
交
付
し
ま
す
。

　

こ
の
認
定
書
を
添
付
す
る
こ
と
に

よ
り
、本
人
ま
た
は
そ
の
扶
養
者
が
、

障
害
者
控
除
ま
た
は
特
別
障
害
者
控

除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

た
だ
し
、
す
で
に
身
体
障
害
者
手

帳
な
ど
交
付
さ
れ
、
税
の
控
除
を
受

け
て
い
る
方
や
、
本
人
ま
た
は
扶
養

者
が
非
課
税
で
申
告
す
る
必
要
の
な

い
方
は
、
該
当
し
ま
せ
ん
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

野
焼
き
に
つ
い
て

　父母の離婚、父の死亡などによって父
と生計を同じくしていない子どもや、父に
一定の障害がある家庭の子どもを育てて
いる方に、子どもが18歳に達する日以後
の最初の3月31日（一定の障害がある場
合は20 歳未満）まで支給される手当です。
　申請を受け付けた翌月分から手当の対
象になります。

支給の時期  年３回（4か月分ずつ支給）
  ● ４月  （ 12月～ ３月分）
  ● ８月  （ ４月～ ７月分）
  ● 12月  （ ８月～11月分）

児童扶養手当

手当の額

月　　額
41,720円

41,710円～9,850円（10円単位）

子1人
全額支給額
一部支給額
第2子は、5,000円、第3子以降は1人につき3,000円加算

児童扶養手当額 

　20歳未満で身体や知的または精神に
中程度以上の障害もしくは長期にわたる
安静を必要とする病状にある児童を監護
している父もしくは母、または父母に代わっ
て児童を養育している方に支給されます。
　申請を受け付けた翌月分から手当の対
象になります。

特別児童扶養手当

支給の時期  年３回（4か月分ずつ支給）
  ● ４月  （ 12月～ ３月分）
  ● ８月  （ ４月～ ７月分）
  ● 12月  （ ８月～11月分）

手当の額

月　　額
50,750円
33,800円

級
１級
２級

特別児童扶養手当額
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２
月
15
日
か
ら

平
成
21
年
分
所
得
税
申
告
相
談

　

平
成
21
年
分
の
所
得
税
の
申
告
相

談
受
付
が
２
月
15
日
か
ら
始
ま
り
ま

す
。
申
告
さ
れ
る
方
は
、
必
ず
正
し

い
申
告
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

申
告
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
方

①
事
業
所
得
や
不
動
産
所
得
な
ど
が

あ
る
方

②
給
与
所
得
の
あ
る
方
で
、
次
に
該

当
す
る
場
合

▼
平
成
21
年
中
の
給
与
収
入
が
、

２
０
０
０
万
円
を
超
え
る
場
合

▼
給
与
を
１
か
所
か
ら
受
け
、
地

代
・
家
賃
な
ど
の
収
入
が
あ
り
、
給

与
所
得
や
退
職
所
得
以
外
の
こ
れ
ら

の
「
所
得
の
合
計
額
」
が
20
万
円
を

超
え
る
場
合

▼
２
か
所
以
上
か
ら
給
与
所
得
を
受

け
て
い
る
方
で
、
主
た
る
給
与
以
外

の
給
与
の
収
入
金
額
と
給
与
所
得
お

よ
び
退
職
所
得
以
外
の
所
得
の
金
額

の
合
計
が
20
万
円
を
超
え
る
方

　

個
人
か
ら
年
間
１
１
０
万
円
を
超

え
る
財
産
の
贈
与
を
受
け
た
場
合

は
、
原
則
と
し
て
贈
与
税
の
確
定
申

告
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

　

国
民
健
康
保
険
加
入
者
は
、
所
得

の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
必
ず
申
告
し

て
く
だ
さ
い
。

　

確
定
申
告
が
必
要
な
方
で
申
告
を

し
な
か
っ
た
り
、
誤
っ
た
申
告
を
さ

れ
ま
す
と
、
後
で
不
足
の
税
金
を
納

め
て
い
た
だ
く
だ
け
で
な
く
、
更
に

加
算
税
や
延
滞
税
を
納
め
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

申
告
当
日
お
持
ち
い
た
だ
く
も
の

①
所
得
関
係
書
類

　

平
成
21
年
中
（
１
月
か
ら
12
月
ま

で
）
の
給
与
支
払
報
告
書
・
公
的
年

金
支
払
報
告
書
・
売
上
帳
簿
・
そ
の

他
必
要
と
思
わ
れ
る
も
の

②
控
除
関
係
書
類

　

平
成
21
年
中
（
１
月
か
ら
12
月
ま

で
）
に
支
払
わ
れ
た
生
命
保
険
・
地

震
保
険
・
国
民
健
康
保
険
・
介
護
保

険
・
後
期
高
齢
者
保
険
・
国
民
年
金

等
の
支
払
証
明
書

お問い合わせは、
（☎63・3802）まで。

税
務
だ
よ
り

月日 曜日 受付時間 申告場所 地区名

2.15 月 午前9時～午後3時 内 原 保 育 所 原  谷

2.16 火 午前9時～午後3時 日 高 町 役 場
職 員 厚 生 室

池  田
萩  原

2.17 水 午前9時～午後3時 〃 萩  原

2.18 木 午前10時～午後3時 漁 村 セ ン タ ー 町全域

2.19 金 午前10時～午後3時 日高町中央公民館 町全域

2.22 月 午前9時～午後3時 日 高 町 役 場
職 員 厚 生 室 荊  木

2.23 火 午前9時～午後3時 〃 高  家

2.24 水 午前9時～午後3時 〃 高  家
小  中

2.25 木 午前9時～午後3時 中 志 賀
構造改善センター

柏
中志賀

2.26 金 午前9時～午後3時 〃
小  杭
上志賀
久  志

3.1 月 午前9時～午後3時 日高町文化会館 谷  口

3.2 火 午前9時～午後3時 〃 下志賀
小  池

3.3 水
午前9時～午前11時 漁 村 セ ン タ ー 阿  尾

午後1時～午後3時 田 杭 集 会 所 田  杭

3.4 木 午前9時～午後3時 比 井 老 人
憩 い の 家 比  井

3.5 金
午前9時～午前11時 〃 津久野

小  坂

午後1時～午後3時 産 湯 集 会 所 産  湯

3.8 月 午前9時～午後3時 小 浦 公 民 館 方  杭
小  浦
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～土地・建物を売ったとき！～
PART-1 長期譲渡所得のケース

税務コラム

　土地や建物を売ったときの譲渡所得に対する税金は、分離課税といって給与所得などの他の所
得と区分して計算します。
　（ただし、確定申告の手続は、他の所得と一緒に行うことになります。）
　さらに、売った土地や建物をいつから持っていたかにより、長期譲渡所得と短期譲渡所得とに区
分され、適用する税率が異なります。

　売った土地や建物の所有期間が、売った年の1月1日現在で5年を超えている場合は、「長期譲渡
所得」になります。
　例えば、平成15年12月31日までに取得した土地や建物を平成21年中に譲渡した場合、この長期
譲渡所得のケースにあたります。
　また、相続や贈与によってもらった土地や建物の所有期間は、原則として、被相続人や贈与者が
所有していた期間と通算して計算します。
　（注）土地とは、土地のほか借地権、その他土地の上に存する権利を含み、建物とは、建物のほか建
物の附属設備、構築物をふくみます。

◆課税長期譲渡所得の計算
　譲渡価格－取得費－譲渡費用－特別控除額=課税長期譲渡所得

◆税額の計算
　課税長期譲渡所得に税率を掛けて税額を計算します。
　      課税長期譲渡所得　×　15%　=　所得税
　      課税長期譲渡所得　×　５%　=　住民税

　※その他、詳しくは税務課までお問い合わせください。

　

※
生
命
保
険
・
地
震
保
険
・
国
民

年
金
の
控
除
証
明
書
は
必
ず
お
持
ち

く
だ
さ
い
。
お
持
ち
で
な
い
場
合
は

所
得
控
除
が
で
き
ま
せ
ん
。

③
認
め
の
印
鑑

　

確
定
申
告
は
、
ご
自
分
の
所
得
金

額
や
納
税
額
を
申
告
す
る
重
要
な
書

類
で
す
。「
確
定
申
告
の
手
引
き
」

や
「
前
年
分
の
申
告
書
控
」
等
を
参

考
に
確
定
申
告
を
ご
自
分
で
正
し
く

記
載
し
て
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願

い
し
ま
す
。

町
税
は
口
座
振
替
で
！

　

税
金
は
、
私
た
ち
が
豊
か
で
安
全

な
暮
ら
し
が
出
来
る
よ
う
警
察
や
消

防
、
保
健
衛
生
や
教
育
な
ど
の
公
共

サ
ー
ビ
ス
や
、
道
路
や
橋
、
港
湾
や

上
下
水
道
な
ど
の
公
共
施
設
の
整

備
・
充
実
に
充
て
ら
れ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
が
社
会
の
一
員
と
し
て
暮
ら

し
て
い
く
た
め
に
、
み
ん
な
で
出
し

合
っ
て
負
担
し
て
い
る
の
が
税
金
で

す
。

　

税
務
課
で
は
便
利
で
安
心
、
確
実

な
口
座
振
替
制
度
の
ご
利
用
を
お
勧

め
し
て
い
ま
す
。
口
座
振
替
を
利
用

さ
れ
る
方
は
、
グ
リ
ー
ン
日
高
農
業

協
同
組
合
、
和
歌
山
県
信
漁
連
、
紀

陽
銀
行
、
き
の
く
に
信
用
金
庫
、
近

畿
労
働
金
庫
の
金
融
機
関
、
ま
た
は

税
務
課
ま
で
、
口
座
振
替
さ
れ
る
通

帳
と
届
出
さ
れ
て
い
る
印
鑑
を
ご
持

参
の
う
え
、お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

　

※
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
に
つ
き
ま
し
て

は
、
直
接
ゆ
う
ち
ょ
銀
行
の
窓
口
に

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

譲 渡 価 格 　土地建物の売却代金などです。

取　得　費

　売った土地や建物を買い入れたときの購入代金や購入手数料などに、
その後支出した改良費、設備費を加えた合計額です。
　なお、建物の取得費は、所有期間中の減価償却費相当額を差し引いて
計算します。
　また、土地や建物の取得費がわからなかったり、実際の取得費が譲渡
価格の5%よりも少ないときは、譲渡価格の5%を取得費（概算取得費）と
することができます。

譲 渡 費 用
　土地や建物を売るために支出した費用で、次のようなものです。
①仲介手数料　②測量費　③売却するときに借家人などに支払っ
た立退料　④建物を取り壊して土地を売るときの取壊費などです。

特別控除額 　通常の場合は0円ですが、各種の特例があります。



　

広報ひだか 2010.1月号13

■
事
業
者
の
み
な
さ
ま

　

従
業
員
の
所
得
税
は
給
与
か
ら
源

泉
徴
収
し
て
い
る
け
れ
ど
個
人
住
民

税
は
徴
収
し
て
い
な
い
、と
い
う
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
か
？

■
従
業
員
の
み
な
さ
ま

　

給
与
所
得
に
係
る
個
人
住
民
税

は
、特
別
徴
収
さ
れ
て
い
ま
す
か
？

※
従
業
員（
給
与
所
得
者
）の
個
人
住

民
税
は
、事
業
者（
給
与
支
払
者
）が
、

給
与
の
支
払
い
を
す
る
と
き
に
毎
月

徴
収
し
、市
町
村
に
納
め
る
こ
と
に

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
を
個
人
住
民
税
の
特
別
徴
収

と
い
い
ま
す
。（
地
方
税
法
３
２
１
条

の
３
）

　

詳
し
く
は
、お
問
い
合
わ
せ
く
だ

さ
い
。 給

与
所
得
者
の
個
人
住
民
税
は

　
　

事
業
者(

給
与
支
払
者)

が
徴
収
し

　
　
　
　

市
町
村
に
納
付
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん

事
業
所
の
み
な
さ
ま
へ

事
業
所
の
み
な
さ
ま
へ

お問い合わせは、下記まで。
産業振興班（☎63・3806）
建　設　班（☎63・3804）
地籍調査班（☎63・3813）

産 

業 

建 

設 

課

お
知
ら
せ

　

町
で
は
、農
作
物
を
鳥
獣
害
か
ら

守
る
目
的
で
、電
気
柵
・
ト
タ
ン
柵

等
の
設
置
に
係
る
資
材
費
の
一
部
を

予
算
の
範
囲
内
で
補
助
し
ま
す
。

「
県
補
助
事
業
」

　

町
内
の
２
戸
以
上
の
農
家
が
隣
接

し
た
田
畑
に
電
気
柵
・
ト
タ
ン
柵
等

を
設
置
し
た
場
合
な
ど
が
、補
助
の

対
象
と
な
り
ま
す
。

　

補
助
額
は
、事
業
費
の
３
分
の
２

以
内（
１
m
当
た
り
９
０
０
円
上
限

金
額
）で
す
。

「
町
単
独
事
業
」

　

町
内
の
１
戸
以
上
の
農
家
が
田
畑

に
電
気
柵
、ト
タ
ン
柵
等
を
設
置
し
た

場
合
が
補
助
の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

補
助
額
は
、事
業
費
の
２
分
の
１

以
内（
上
限
３
０
０
０
０
円
）で
す
。

　

平
成
22
年
度
に
お
い
て
、こ
の
事

業
を
希
望
さ
れ
る
農
家
の
方
は
、１

月
８
日（
金
）ま
で
に
お
申
し
込
み
く

だ
さ
い
。

　

遊
休
農
地
を
解
消
す
る
た
め
、遊

休
農
地
を
借
り
て
、生
産
活
動
ま
た

は
有
効
活
用
を
さ
れ
る
農
家
に
対
し

補
助
す
る
制
度
で
す
。

　

平
成
22
年
度
に
お
い
て
、こ
の
事

業
を
希
望
さ
れ
る
農
家
の
方
は
、１

月
８
日（
金
）ま
で
に
、ご
相
談
く
だ

さ
い
。

市町村 事業者 従業員❶
❷

❹

❺

給与支払報告書の提出
（1月31日まで）

税額の計算

❸特別徴収税額の通知
（5月31日まで）

給与の支払いの際
税額を徴収
  6月から翌年の5月まで
  毎月の給料支払日

税額の納入
（翌月10日まで）

❸特別徴収税額の通知
（5月31日まで）

（特別徴収のイメージ図）

農
作
物
鳥
獣
害
防
止

対
策
事
業
の
ご
案
内

遊
休
農
地
解
消
事
業

　
　
　
　

の
ご
案
内
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上
下
水
道
課

お
知
ら
せ

調理くずや、いらなくなっ
た食用油は、流さないよう
にしましょう。

洗濯には、できるだけリン
を含まない洗剤を使いま
しょう。また、洗剤の使い
すぎもよくありません。

便器には、トイレットペー
パー以外は流さないように
しましょう。下水管に詰
まったら大変です。

お風呂の目皿に付着した髪
の毛を排水口に流さないよ
うにしましょう。

ガソリン、シンナー、アル
コールなどの危険物や水銀
やカドミニウムなどの有害
物質を含む汚水を流さない
ようにしましょう。

トイレなどの簡単なつまり
は、市販の吸引機（ラバー
カップ）で直りますが、直ら
ない場合は工事を行った工
事店などにご相談ください。

    

お問い合わせは、
（☎63・3805）まで。

下水道（浄化槽）への接続はお済みですか？下水道（浄化槽）への接続はお済みですか？
まだ接続がお済みでない方は、
　　　　すみやかな接続をお願いします。
　下水道ができても、みなさまに使っていただかなければ効果がありません。
　日高町は、海と山に接した自然環境豊かな土地です。この恵まれた自然環
境を子や孫の代まで残すため、すでに供用されている地区で未接続のみなさ
まには、一日も早く下水道に接続されるようお願いします。

　なお、接続工事は、日高町排水設備指定工事店しかできません。
　まずは、指定工事店をご自分で選び、ご相談ください。（左頁参照）
　借家やテナントの場合は、貸主との協議も必要となります。

■現在供用を開始している地区は、次のとおりです。
　☆ 阿尾下水処理場…阿尾地区・産湯地区
　☆ 比井下水処理場…比井地区
　☆ 小浦下水処理場…小浦地区
　☆ 小池下水処理場…小池地区・谷口地区・下志賀地区
　☆ 高家下水処理場…萩原地区の一部・荊木地区・高家地区の一部(平成20年度供用開始)
　　　　　　　　　 …高家地区の一部・小中地区（平成21年度供用開始）
　　　　　　　　　 …高家地区の一部（平成21年12月1日供用開始/個別に通知しています）
　　　　　　　　　 …高家地区の一部（平成22年度供用開始予定）
　（上記地区内であっても下水道の届かない地域は、合併浄化槽の場合があります。）

下
水
道
・
浄
化
槽

　
　
　

ご
使
用
に
あ
た
っ
て
の
お
願
い

下
水
道
に
は
、
何
で
も
流
し
て
い
い
と
い
う
こ
と
は

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

あ
り
ま
せ
ん
。 

 
 

 

一
人
ひ
と
り
が
ル
ー
ル
を
守
っ
て
、　　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

大
事
に
使
用
し
ま
し
ょ
う
。

お風呂は

食用油は 洗濯は 水洗トイレは

屋外では つまったら
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日　　高　　町　（0738-） 御　　坊　　市　（0738-） 日 高 川 町　（0738-）
㈲志賀建設 63-3580 林ポンプ店 22-0774 ㈲湯川組 52-1317
㈱西　組 64-2676 熊谷水道工事店 22-1195 山本設備 52-0807
㈱稲垣工務店 63-2390 ㈱一伸 23-3073 谷口設備工業 53-0822
㈱﨑山工業 63-3127 木本設備 22-8792 野中水道 52-0618
㈱中村建設 64-2602 西﨑住設 23-1233 ㈲トミヤ 53-0729
前田工務店 63-3083 ㈲原出住設 22-2850 ㈱大谷住宅設備 24-0710
高見組 63-2172 ㈱ワカヤマ設備 22-2946 ㈱駒場工務店 54-0314
㈱濱口設備工業 63-2524 ㈲稲垣 20-5145 印　　南　　町　（0738-）
㈲大正建設 63-2841 夏目設備 22-4504 久保井設備 43-8030
澤設備工業 64-2467 藤並設備 23-4849 くぼ設備 45-0136
オーヤシマ㈱ 63-1180 畑崎電機商会 22-0364 ㈲坂井家起こし 44-0666
山中建築 64-2372 中村設備工業 22-9906 山本屋建材店 42-0078
㈲玉置工務店 64-2147 ㈱谷口組 22-7390 み な べ 町　（0739-）
辻本水道 63-2286 坂口設備 23-5835 カツラギ建材住宅部 72-2543
太始建設 63-2799 浦野設備 22-6522 広　　川　　町　（0737-）
浦出電設 63-3004 古井設備 24-0703 ㈱ワカノ 63-2248
津村組 63-2354 美　　浜　　町　（0738-） 有 田 川 町　（0737-）
小角工務店 63-2338 ㈲塩﨑工務店 22-1777 山尾設備 52-4508
秀功組 63-2769 沢越電気 23-4960 花田設備 52-3976
共立 63-2916 若野管工 22-6767 岡設備 22-0180
杉山設備 63-1005 ナガイ水道 62-2848 和 歌 山 市　（073-）
嶋田サッシ 63-3364 ㈱平野組 22-2331 和歌山配管工事㈱ 471-0059
バンカー住宅㈱ 63-3867 ㈲志賀電機商会 22-1810 I.K.Dイケダ設備サービス 422-8223

御　　坊　　市　（0738-） 森本設備 22-9170 ㈲プランワカノ 436-8844
大谷住設 22-4551 武内水道工業 20-5164 岩　　出　　市　（0736-）
木下住設 22-9240 谷村住設建材店 23-0466 エコトップ㈱ 61-0227
㈱狩谷電気店 22-0835 楠山設備 23-1970 海　　南　　市　（073-）
小瀬工務店 22-1225 由　　良　　町　（0738-） ㈲カメガワ住宅設備 482-9544
紀南電設㈱ 22-8211 紀州住設 65-1634 ㈲中家管工業 492-5551
みのるポンプ店 22-2693 数原水道 66-0786 田　　辺　　市　（0739-）
興和工業 29-2420 山名水道設備商会 65-3830 太田水道 35-1301
大田設備 22-8468 竹中電設 65-2451 なんわ設備 81-3530
楠見水道工事店 22-6575 ㈱梶工務店 65-0208 ㈱ナカシゲ 24-2212
㈱大川組 22-0059 東浜水道 66-0184

東京（首都圏）へお出かけの際は
南紀白浜空港～東京（羽田）便をご利用ください

※搭乗日の7日前（1週間前の同曜日）までに予約が必要です。
　（設定期間、販売座席数に限りがあります。）
詳しくは、JAL予約案内☎0120-25-5971まで

地域商品券キャンペーンを実施中
対象の搭乗券半券1枚につき、
　　　   千円分の地域商品券をプレゼント！！
※県民の方が対象。平成22年3月搭乗分まで。
※宿泊付きパック券や「先得割引」券などの格安割引券は対象外。
※御坊市以南の市役所・町役場（担当窓口は要確認）で、半券と
交換（運転免許証、保険証等の提示が必要）。
【お問い合わせ先】 南紀白浜空港利用促進実行委員会
　　　　　　　 ☎073・441・3151

「特便割引7（セブン）」を使えばお得です！
　大人普通・片道29,000円→17,500円に割引

日高町排水設備指定工事店　　　　　　（平成21年12月1日現在）　

空港駐車場
は無料！

★相談：無料
☆一般健康相談窓口を下記日程で
　開設します。

開　設　日　時 場　所

1月12日㈫13時30分～
日高
医師会館2月９日㈫　　〃

3月９日㈫　　〃

■産業医の医師が開業する各診療所
でも一般健康相談に応じます。

■相談はいずれも『従業員50人未満
の企業に勤める方に』限ります。

【お問い合わせ先】
日高有田地域産業保健センター
　御坊市薗290　日高医師会館内
　☎22・5344

医
師
が『
あ
な
た
の
健
康
づ
く
り
』を

サ
ポ
ー
ト
し
ま
す
！



議論を尽くしても、
全員の意見が一致しなかったら
どうなるのですか？

裁判員は、その事件に関する
ニュースや新聞を
見てもよいのですか？

多数決で結論を出します。

シリーズ【裁判員制度】
「私の視点、私の感覚、私の言葉で参加します」

vol.14 裁判員制度が、昨年5月にスタートしました！
この制度をわかりやすくイラストで解説していきます。
詳しくは、法務省HP裁判員制度コーナー
http://www.moj.go.jp/SAIBANIN/  をご覧ください。

被告人は
やってないって
いっていますよ
ねえ

でも証人の証言に
よれば  あの場所には
いたんでしょう？

でも
そこにいたからって
犯人と決めつけることは
できないよ

そりゃ
そうだよな

あっこれ今  俺が
裁判員やってる
事件じゃないか！

あっ

だって自分が
関わる事件
なんでしょ

見ちゃいけない
んじゃないの？

あっ
そうか…

大丈夫
ですよ

な、なにするん
だよ～

テレビや新聞は
普段どおり見ていただいて
構いません

そうなの？ はい
見るだけでしたら
問題ありません

ただし

裁判員として判断して
いただく際は、あくまで
法廷で示された証拠だけ
に基づいて判断して
くださいね

はい！

あくまで
見るだけ！

意見まとまり
ませんね

こういった場合は
どうなるんで
しょうか？ 裁判官の方が

判断されるん
ですか？

意見が一致しない
ようでしたら多数決で
結論を出すことに
なるのですが

みなさん
もう少し議論を
してみましょう

慎重に
やらねば…

それは
被告人自身が
認めている
じゃない

評議を尽くしても全員の意見が一致しなかったと
きは、多数決で結論を出します。この場合、被告人
が有罪か無罪か、有罪の場合にどのような刑にす
るかについての裁判員の意見は裁判官と同じ重
みを持つことになります。ただし、裁判員だけに
よる意見では被告人に不利な判断（被告人が
有罪か無罪かを決める場面では、有罪の判
断）をすることはできず、裁判官1人以上が
多数意見に賛成していることが必要です。

いつもどおり、見てもかまいません。

帰宅された後は、テレビを見たり新聞を読んでい
ただいて構いません。しかし、裁判員として判断し
ていただく際は、あくまで法廷で示された証拠だ
けに基づいて判断していただくことになります。
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保健だより
お酒は、なにより
適量です！

お酒は、なにより
適量です！

お酒は、なにより
適量です！

　お酒を飲む機会が、多くなる時期となりました。
　アルコールは適量であれば"百薬の長"といわれていて、嗜好品として多くの人に飲まれています。
　そして、アルコールには人を楽しくし、ストレスの解消や人間関係を円滑にする効果があるほか、高脂
血症を防ぐ善玉コレステロールを増やしたり、末梢血管の血流を増やし体を温める作用があります。
　しかし、適量を超え、しかも毎日飲み続けると脳、心臓、肝臓、脾臓などへの影響が大きく、高血圧、不
整脈、高尿酸血症（痛風）、免疫力の低下、性機能障害、認知症などを引き起こしてしまいます。また、お
酒をコントロールして飲めなくなるアルコール依存症となり、精神障害を引き起こす可能性もあります。
　近年、女性のアルコール依存症や未成年者の飲酒者が増加していますが、女性や未成年者は
成人男性と比べ、アルコールが身体に与える影響が大きいといわれています。
　無理な飲み方は危険です。お酒は、適量を自分のペースでおいしく飲みましょう。

　アルコールには鎮静作用があり、眠りにつくまでの時間を短くしますが、眠りが浅くなるといわ
れています。就寝前の飲酒を毎日続けていると、少量では眠れなくなりお酒の量が増えて、健康
に悪影響を及ぼします。

いずれかひとつ…
ビール 中瓶１本（500ml）
日本酒 １合（180ml）
ウィスキー・
　　ブランデー ダブル１杯（60ml）
焼酎 １／２合（90ml）
ワイン グラス１～２杯

適度な飲酒量とは・・・

お問い合わせ/住民福祉課（☎63・3800）

「眠るために飲む」のは避けましょう

①未成年
　未成年者飲酒禁止法で満２０歳未満者の飲酒は禁止されています。
　成長期の飲酒は短時間で身体へ悪影響を及ぼすため、成長を妨げたり、心の問題を引き起
こす危険があります。
②妊婦や授乳中のお母さん
　妊娠中は、少量のアルコールでもお腹の赤ちゃんの成長を妨げ、低体重児や早産の危険があります。
　また、授乳中のお母さんが飲んだアルコールは母乳に出るので、赤ちゃんにお酒を飲ませることになります。

こんな人は飲まないで！飲ませないで！

①週に２日は休肝日をつくる
②適量を守る
③強いアルコール飲料は薄めて飲む
④楽しくゆっくり食べながら飲む
⑤周囲の人にお酒を飲むように無理強いをしない
⑥薬と一緒に飲まない

身体にやさしいお酒の飲み方

し  こう ひん

ひ  ぞう
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要
保
護（
生
活
保
護
家
庭
）準
要

保
護（
生
活
保
護
に
準
ず
る
家
庭
）

で
、就
学
困
難
な
児
童
生
徒
の
み
な

さ
ん
に
対
し
、学
用
品
費
等
の
就
学

援
助
資
金
が
支
給
さ
れ
る
制
度
が

あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、教
育
課
学
校
教
育
班

（
☎
６
３
・
２
０
３
８
）ま
で
。

教
育
委
員
会
か
ら

教
育
委
員
会
か
ら

教
育
委
員
会
か
ら

　

日
高
町
青
少
年
総
合
対
策
本
部
、青

少
年
補
導
連
絡
協
議
会
、教
育
委
員
会

で
は
、青
少
年
健
全
育
成
の
一
環
と
し

て
標
語
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

○
応
募
資
格

　

町
内
の
小
・
中
学
校
児
童
生
徒
、

町
内
に
在
住
、あ
る
い
は
在
勤
さ
れ

て
い
る
方
。

放
送
大
学

４
月
入
学
生
募
集

　

放
送
大
学
は
テ
レ
ビ
や
ラ
ジ
オ
で
授
業

を
行
う
通
信
制
の
大
学
で
す
。

　
『
働
き
な
が
ら
学
ん
で
大
学
を
卒
業
し

た
い
』、『
学
び
を
楽
し
み
た
い
』な
ど
様
々

な
目
的
で
、い
つ
で
も
、ど
こ
で
も
、誰
で

も
、学
び
た
い
だ
け
学
べ
る
大
学
で
す
。

　

心
理
学
、福
祉
、経
済
、歴
史
、文
学
、自

然
な
ど
様
々
な
分
野
を
、幅
広
い
世
代
の

方
が
学
ん
で
い
ま
す
。

　

た
だ
い
ま
平
成
22
年
４
月
入
学
生
を
募

集
し
て
い
ま
す
。

　

入
学
試
験
は
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、お
気

軽
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

（
資
料
請
求
・
お
問
い
合
わ
せ
先
）

　

放
送
大
学
和
歌
山
学
習
セ
ン
タ
ー

〒
６
４
１
･
０
０
５
１

　

和
歌
山
市
西
高
松
一
丁
目
７-

20

☎
０
７
３
・
４
３
１
・
０
３
６
０

http://w
w
w
.u-air.ac.jp

募集学生の種類
・科目履修生（6か月在学）
・選科履修生（1年間在学）
・全科履修生（卒業を目指す）
ー大学院もありますー

出 願 期 間
平成21年11月15日（日）～
　　  平成22年2月28日（日）

就
学
援
助
資
金
の

お
申
し
込
み
に
つ
い
て

青
少
年
健
全
育
成
標
語

を
募
集
し
て
い
ま
す
!!

○
課
題

　

明
る
い
家
庭
づ
く
り
や
地
域
づ
く

り
、あ
い
さ
つ
運
動
や
子
ど
も
を
守

る
運
動
に
関
し
た
も
の
、助
け
合
い
・

仲
間
づ
く
り
・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

な
ど
に
関
し
た
も
の
、交
通
事
故
防

止
や
未
成
年
の
飲
酒
・
喫
煙
防
止
な

ど
に
関
し
た
も
の
。

○
応
募
方
法

　

小
・
中
学
生
に
つ
い
て
は
、学
校

名
・
学
年
・
氏
名
を
記
入
の
う
え
、

学
校
へ
ご
提
出
く
だ
さ
い
。

　

ま
た
一
般
の
方
は
、住
所
・
氏
名
・
電
話

番
号
を
明
記
の
う
え
、教
育
委
員
会
教
育

課
生
涯
学
習
班（
☎
６
３
・
３
８
１
２
、

Ｆ
Ａ
Ｘ
６
３
・
３
３
５
３
）ま
で
ご
提

出
く
だ
さ
い
。

○
締
め
切
り　
　
　

１
月
29
日（
金
）

○
入
選
発
表
・
表
彰　
　

２
月
下
旬

日
高
町
青
少
年
補
導
連
絡
協
議
会

大
人
と
青
少
年
の
ふ
れ
あ
い
事
業
を
開
催

　

地
域
ぐ
る
み
の
青
少
年
健
全
育
成

を
積
極
的
に
推
進
し
て
い
く
た
め
、

日
高
町
青
少
年
補
導
連
絡
協
議
会
で

は
、青
少
年
と
気
軽
に
ふ
れ
あ
う
機

会
と
し
て
、11
月
17
日
、日
高
中
学

校
視
聴
覚
教
室
に
お
い
て「
大
人
と

青
少
年
の
ふ
れ
あ
い
ト
ー
ク
日
高

２
０
０
９
」を
開
催
し
ま
し
た
。

　

ト
ー
ク
で
は
、青
少
年
側
と
し
て

日
高
中
学
校
３
年
生
74
名
、大
人
側

と
し
て
日
高
町
の
補
導
委
員
・
小
谷

勝
男
さ
ん
、交
通
指
導
員
・
北
垣
順

一
さ
ん
、更
生
保
護
女
性
会
員
・
寺

井
陽
子
さ
ん
が
参
加
し
、「
日
高
町
」

や「
日
頃
の
生
活
」な
ど
を
テ
ー
マ

に
活
発
な
意
見
交
換
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

地域の人と「ふれあいトーク」
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新
聞
紙
丸
め
て
作
り
し
バ
ッ
ト
も
て
声
上
げ
遊
ぶ
三
才
の
孫玉

井
か
を
る

盆
迎
え
十
万
億
土
よ
り
仏
間
へ
と
還
り
た
ま
え
る
夫
に
経
誦
す

西
岡
美
智
子

職
人
の
夫
に
老
後
の
保
証
な
く
そ
の
生
涯
が
現
役
な
ら
ん

奥
田　

房
子

青
き
花
そ
よ
ろ
と
揺
れ
て
耳み
み
し
い聾

の
吾
に
届
か
ぬ
音
た
つ
る
な
り

馬
谷
美
代
子

遠
き
日
の
亡
母
偲
び
ゆ
く
里
の
寺
彼
岸
花
咲
く
彼
岸
会
の
道北

垣　

鈴
子

整
地
せ
し
土
に
花
種
ま
き
終
え
し
頃
鋭と

心ご
こ
ろの
い
つ
か
う
す
ら
ぐ

松
原　

昌
子

日け

並な
ら

べ
て
咲
き
た
る
合
歓
は
緑
な
す
莢
を
あ
え
か
に
透
か
せ
揺
れ
お
り

深
海
三
千
代

彼
岸
花
時
忘
れ
ず
に
咲
き
揃
い
稲
刈
り
終
え
し
畦
に
華
や
ぐ仲

田
美
智
子

お
盆
に
は
息
子
達
み
な
帰
り
き
て
久
し
ぶ
り
な
る
話
題
の
尽
き
ず

岩
本　

幸
子

新
米
で
お
か
い
さ
ん
炊
き
手
作
り
の
金
山
時
味
噌　

年
重
ね
き
ぬ

小
山　

和
代

百
ま
で
は
健
や
か
な
れ
と
気
負
え
ど
も
五
体
そ
こ
こ
こ
箍た
が

ゆ
る
み
そ
む

谷
口　

弘
子

雑
踏
に「
離
れ
な
い
で
」と
娘
は
前
を
す
り
抜
け
て
行
く　

し
じ
ま
の
中
に

曽
根　

邦
子

ほ
ろ
ほ
ろ
と
零
る
る
筈
の
山
萩
を
逆
巻
き
あ
げ
て
走
る
野
の
風

和
田　

路
子

窓
越
に
紅
に
染
り
し
ア
メ
リ
カ
ミ
ズ
キ
吾
を
苦
し
め
し
暑
さ
遠
の
く

野
尻　
　

功

山
百
合
短
歌
会
詠
草

※新着図書につ いては、１人２冊までの貸出となります。

開室日・時間…月曜日～土曜日　AM8：30～PM5：00
閉　室　日…日曜日、祝日、年末年始、特別整理期間
中央公民館  TEL 63-3811公民館図書室だより

新着図書のご 案内

・ほかならぬ人へ
☆ひまわり事件
・ロング・ウェイ
・再会
・ファミリーツリー
・心が楽になるホ・オポノポノの教え
・図解新型インフルエンザ対策Q＆A
・こうちゃんの安うま食材こう使えば!!

（白石　一文）
（荻原　　浩）
（小手鞠　るい）
（重松　　清）
（小川　　 糸）
（イハレアカラ・ヒューレン）
（亀田　 高志）
（相田　幸二）

・ちか１００かいだてのいえ
・なぞなぞあそびえほん
・もっとひつじぱん
・エルマーのとくべつな日
・なんてすてきな日
☆ふゆですよ
・ふしぎなでまえ
・はじめてのこっきえほん

（いわい　よしお）
（長谷川　義史)
（あきやま　ただし）
（デビッド・マッキー）
（アンドレ・ダーハン）
（降矢　なな）
（かがくい　ひろし）
（てづか　あけみ）

《　一　般　書　》 《　児　童　書　》

他にも入っています！他にも入っています！
新着図書のご 紹介

《　一　般　書　》 《　児　童　書　》

☆ひまわり事件（荻原　浩） ☆ふゆですよ（降矢　なな）
　隣接する老人ホーム「ひまわり苑」と「ひまわり幼稚園」。
　園児と老人の交流を大人の事情が邪魔をする。やがて起
こるカゲキな 「事件」とは？  勇気あふれる熱血幼老物語。
　『別册文藝春秋』連載を加筆・訂正し単行本化。

　心あたたまる冬が来ました。
　山にも海にも田んぼ、公園にも・・・。
　みんなは冬をどんなふうに過ごすのかな？
　いろんな場所で冬を迎える、さまざまな生きものたちに出会える絵本。

貸出冊数は1人5冊（新着図書は2冊）まで、貸出期間は2週間です。
2週間を過ぎても返却されていない本が、たくさんあります。
戻ってくる本を待っている方もおられますので、早く返却してください。

本を返す日は、きちんと守りましょう !!

みなさんのお越しをお待ちしています !!
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日高町学童保育所
「日高町子どもクラブ」入所児童募集!!

　放課後、保護者にかわって保育する施設・学童保育所『日高町子どもクラブ』では、平成22年度の入所児童を募集します。
　学童保育所の対象となる児童は、日高町の小学校に在籍する小学１年生から３年生までの児童のうち、放課後帰宅し
ても保護者が労働等により不在のため保育できない家庭の児童です。

「日高町子どもクラブ」の概要
◇30人程度
◇平日（授業のある日） 午後２時～午後６時
◇土曜日（長期休暇中も同じ） 午前８時30分～午後６時
◇長期休暇（春・夏・冬休み） 午前８時30分～午後６時
◇日曜日、国民の祝日
◇８月13日～16日
◇12月29日～１月４日
◇暴風雨警報が発令された場合等

定　　員
保育時間

保 護 者
負担金等

◇月　額 　７，０００円
◇臨時に１日保育する場合 　１，０００円
◇春休み・冬休み中のみ 　５，０００円
◇夏休み中のみ  １５，０００円
　※おやつ代月額３，１５０円（消費税込）および
　　その他必要な経費は、別途徴収になります。
◇志賀小・比井小の児童…バス送迎
◇内原小の児童…学校からの徒歩

通所方法

休 所 日

（お申し込み・お問い合わせ）
　日高町教育委員会
　　教育課（☎63・3812）

■募集期間等　◇平成21年12月～平成22年１月20日（水）  臨時保育等は、別途ご相談ください。
 ◇入所を希望される方は、入所申請書等の提出が必要です。
　 　入所申請書は、教育委員会に備え付けています。
■1日体験入所　◇入所児童募集にあたり、下記のとおり１日体験入所を実施します。
 　ご希望の方は、実施日の１週間前までに教育委員会へご連絡ください。
   　実施日　平成22年１月16日（土）午前８時30分～午後６時

温
泉
館「
海
の
里
」み
ち
し
お
の
湯

　

露
天
風
呂
や
う
た
せ
湯
、
そ
れ
に
ゆ
っ
た
り

と
し
た
ス
ペ
ー
ス
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ル
ー
ム
、

広
い
駐
車
場
な
ど
を
完
備
。

　

ご
家
族
、
親
し
い
お
仲
間
た
ち
と
終
日
の
ん

び
り
と
心
身
を
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
！

　平素は、町内外より多くのみなさまにご利用いただき、
誠にありがとうございます。

　新年は、2日より平常どおり開館します。
　本年もご利用の程、よろしくお願い申し上げます。

年末年始の
休　館　日 12月28日（月）～1月1日（金）

【開館時間】
午前11時～午後9時
（入浴受付は、午後8時まで）
【休館日】
毎週火曜日（祝日の場合は、翌日）
【料金】
□大人（中学生以上）…600円
□小人（3歳～小学生以下）…300円
□障害者手帳保持者（身体・知的・精神）
　および満70歳以上、介添人…510円
※お得で便利な回数券もご利用ください。

日高町方杭100番地　☎64・2
ふ

6
ろ

2
ふ

6
ろ
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駐
在
所
だ
よ
り
御坊警察署
高家駐在所
　　堀内 崇矢

比井駐在所
　　滝川 　昇
　　23-0110

（お知らせ）
Eメールによるご意見、
ご感想、ご相談を受け
付けています。
和歌山県警のホーム
ページは
http://www.police.
wakayama.jpです。
ご利用ください。

きしゅう君

　

急
が
な
い
相
談
事
な
ど
は
、御
坊

警
察
署
ま
た
は
近
く
の
交
番
・
駐
在

所
に
届
け
て
く
だ
さ
い
。

　

み
な
さ
ん
か
ら
の
一一
〇
番
は
、す
べ
て
和
歌

山
県
警
察
本
部
の「
通
信
指
令
室
」で
受
理
し
て

い
ま
す
。

　

一一
〇
番
を
受
理
し
な
が
ら
、パ
ト
カ
ー
等
に

指
令
し
て
い
ま
す
の
で
、慌
て
ず
落
ち
着
い
て

通
報
し
て
く
だ
さ
い
。

◎
携
帯
電
話
で
一一
〇
番
す
る
時
は
、ま
ず

　
「
車
を
止
め
て
か
ら
」通
報
を

◎
一一
〇
番
は
、み
な
さ
ん
の
安
全
を
守
る
電
話

　

で
す
。

　

い
た
ず
ら
電
話
は
絶
対
に
や
め
て
く
だ
さ
い
。
　

旧
年
中
は
、警
察
活
動
に
ご
協
力
を
い
た
だ
き
、あ
り
が
と

う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

本
年
も
、事
件
事
故
の
な
い
明
る
く
住
み
よ
い
地
域
づ
く
り

を
目
指
し
て
頑
張
り
ま
す
の
で
、ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

平
成
二
十
二
年　

元
旦  　
　
　
　

飲
酒
運
転
に
よ
る

　

交
通
事
故
防
止
！

一
一
〇
番
は
、

　

事
件
事
故
発
生
時
の

　
　

緊
急
電
話
で
す
！

外
出
時
に
は「
鍵
掛
け
」を
！

被
害
に
遭
わ
な
い
た
め
に

　

自
転
車
や
単
車
の
盗
難
が
発
生
し
た
際
に
は
、

　
・
鍵
を
掛
け
て
い
な
か
っ
た

　
・
ハ
ン
ド
ル
ロ
ッ
ク
を
掛
け
て
い
な
か
っ
た

な
ど
、鍵
掛
け
な
ど
が
さ
れ
て
い
な
い
場
合
が
見
受
け
ら
れ

ま
す
。

　

自
転
車
や
単
車
の
盗
難
を
防
ぐ
た
め
、

　

◎
使
わ
な
い
と
き
は
、必
ず
鍵
を
掛
け
る

　

で
き
れ
ば
、２
箇
所
以
上
で
鍵
を
掛
け
る
よ
う
に
し
ま

し
ょ
う
。（
ツ
ー
ロ
ッ
ク
）

　

◎
単
車
は
、ハ
ン
ド
ル
ロ
ッ
ク
も
掛
け
る

な
ど
、確
実
な
鍵
掛
け
を
心
が
け
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

万
が
一
、自
転
車
や
単
車
の
盗
難
に
あ
わ
れ
た
場
合
は
、

す
ぐ
に
御
坊
警
察
署
ま
た
は
、近
く
の
駐
在
所
ま
で
届
け
て

く
だ
さ
い
。ま
た
、防
犯
登
録
も
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

　

空
き
巣
・
忍
込
み
は
、半
数
以
上
が
玄

関
な
ど
の
鍵
の
掛
け
忘
れ
に
よ
り
、家
の

中
に
侵
入
さ
れ
被
害
に
遭
っ
て
い
ま
す
。

　

出
掛
け
る
前
に
は
、も
う
一
度
、玄

関
や
窓
等
の
施
錠
を
確
認
し
、被
害
に

遭
わ
な
い
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

お
正
月
は
、新
年
会
や
年
始
の
挨
拶
回
り
な
ど
飲
酒
す
る

機
会
が
多
く
な
り
ま
す
。

　

飲
酒
運
転
に
対
す
る
罰
則
や
取
り
締
ま
り
が
強
化
さ
れ

て
い
る
の
に
、依
然
と
し
て
飲
酒
運
転
が
あ
と
を
絶
ち
ま
せ

ん
。死
亡
事
故
の
原
因
と
し
て
飲
酒
運
転
が
占
め
る
割
合
が

高
く
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ド
ラ
イ
バ
ー
の
み
な
さ
ん
、

  
「
飲
ん
だ
ら
、乗
る
な
。

    
乗
る
な
ら
、飲
む
な
。」

を
実
行
し
、飲
酒
運
転
の
交
通

事
故
を
な
く
し
ま
し
ょ
う
。

自
転
車
や
単
車
の

　
　

盗
難
に
注
意
！

自
転
車
や
単
車
の

　
　

盗
難
に
注
意
！

自
転
車
や
単
車
の

　
　

盗
難
に
注
意
！

あ
け
ま
し
て

　

お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す

1月10日は110番の日
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HDK3-061
長方形
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12/27 28 29 30 31 1/1 2

3 4 5 6 7 8 9

10 11 12 13 14 15 16

17 18 19 20 21 22 23

24 25 26 27 28

31 2/1 2 3 4 5

29 30

6

成人の日

元旦

暮らしのカレンダー暮らしのカレンダー暮らしのカレンダー

和　歌　山　支　店

日 　 　 　 月 　 　 　 火 　 　 　 水 　 　 　 木 　 　 　 金 　 　 　 土 　

2010年1月
January

※印の詳細は、22ページのインフォメーションをご覧ください。

・固定資産税
  第4期分納期限
・国民健康保険税
  第7期分納期限

・資源ごみ ・2歳児う歯予防教室※
 （対象：H19年7月、8
月、9月生）

・プラスチックごみ

・資源ごみ
・運動教室※
 （農改センター）

・４か月児、10か月児健診※
（対象：H21年8月1日～9
月15日生、H21年2月1日
～3月15日生）
・新春子どもカルタ会※
  （比井老人憩いの家）
・複雑ごみ

・消防団訓練出初式
（若もの広場）

・子育て広場※
  （対象：妊婦および
   乳幼児と保護者）

・成人式※
  （中央公民館）

・大型ごみ
  （池田・東光寺・内の畑
　・原谷）

・日高地方駅伝競走大
会（日高川町）
・大型ごみ
  （萩原・荊木・駅前）

・特設人権相談・行政
  相談・心配ごと相談
  合同相談所開設※

・柏健康相談
  （柏老人クラブ）

・比井健康相談
  （比井老人クラブ）

・田杭健康相談
  （田杭老人クラブ）

・複雑ごみ

TEL

・町県民税
  第4期分納期限
・国民健康保険税
  第8期分納期限

HDK3-061
長方形
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広
  報

  ひ
だ
か
 2010.1　

vol.149
〒
6
4
9
-1
2
1
3
 和
歌
山
県
日
高
郡
日
高
町
高
家
6
2
6

日
高
町
役
場
 総
務
政
策
課
　
T
EL0

7
3
8
-6
3
-2
0
51（
代
）

　

11
月
３
日
に
日
高
町
中
央
公
民
館
で
、

町
の
文
化
向
上
と
発
展
に
顕
著
な
功
績
の

あ
っ
た
個
人
や
団
体
を
表
彰
す
る
平
成
21

年
度
日
高
町
文
化
賞
の
表
彰
式
を
開
催
し

ま
し
た
。

　

今
年
度
の
文
化
賞
は
、京
都
大
学
名
誉
教

授
で
工
学
博
士
の
宮
本
武
明
氏（
72
）＝
原

と
題
し
て
講
演
す
る
な
ど
、日
高
町
を
は
じ
め

他
町
村
で
も
講
演
活
動
を
さ
れ
て
い
ま
す
。

◆
文
化
奨
励
賞　

谷
口
智
郷
さ
ん
、山
下

奈
珠
さ
ん

　

日
高
高
校
に
入
学
と
と
も
に
、箏
曲
部
に

入
部
。厳
し
い
練
習
に
励
み
、３
年
生
に
な
っ

た
現
在
も
技
術
の
更
な
る
向
上
の
た
め
頑

張
っ
て
い
ま
す
。

　

同
部
で
は
、県
高
校
総
合
文
化
祭
邦
楽

部
門
発
表
会
に
お
い
て
優
勝
、文
化
の
甲
子

園
と
呼
ば
れ
る
全
国
高
等
学
校
総
合
文
化

祭
の
日
本
音
楽
部
門
で
文
化
庁
長
官
賞
や

優
良
賞
を
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

谷
＝
、若
者
た
ち
の
励
み
に
な
る
よ
う
に
と

今
年
度
新
設
し
た
文
化
奨
励
賞
に
は
、日
高

高
校
３
年
で
箏
曲
部
員
の
谷
口
智
郷
さ
ん

＝
原
谷
＝
と
、山
下
奈
珠
さ
ん
＝
産
湯
＝

が
受
賞
さ
れ
ま
し
た
。

◆
文
化
賞　

宮
本
武
明
さ
ん

　

旧
内
原
中
学
校
、県
立
日
高
高
校
を
卒

業
後
、京
都
大
学
に
進
学
し
工
学
博
士
号

を
取
得
。昭
和
52
年
に
同
大
学
工
学
部
助

教
授
、同
63
年
に
教
授
に
就
任
さ
れ
、平
成

６
年
か
ら
２
年
間
は
同
大
学
化
学
研
究
所

長
も
兼
任
さ
れ
ま
し
た
。

　

専
門
分
野
は
、高
分
子
材
料
学
、繊
維
材

料
学
、環
境
材
料
学
。目
覚
ま
し
い
研
究
成

果
を
あ
げ
ら
れ
、繊
維
加
工
技
術
研
究
会

名
誉
会
長
な
ど
様
々
な
要
職
を
歴
任
さ
れ

て
い
ま
す
。著
書
に
は
、「
新
繊
維
材
料
入

門
」、「
21
世
紀
の
天
然
・
生
体
高
分
子
材

料
」、「
学
生
の
た
め
の
初
め
て
学
ぶ
機
械
工

学
」な
ど
が
あ
り
ま
す
。

　

最
近
で
は
、日
高
中
学
校
の
総
合
的
な
学

習
の
時
間〝
よ
う
こ
そ
先
輩
〞で「
夢
と
努
力
」

日
高
町
文
化
賞
決
定
！

日
高
町
文
化
賞
決
定
！

日
高
町
文
化
賞
決
定
！

文
化
賞
に
宮
本
氏（　
　

  

）

文
化
奨
励
賞
に
は
谷
口
さ
ん
、山
下
さ
ん（　
　

  

）

平
成
21
年
度 
平
成
21
年
度 

京
都
大
学

名
誉
教
授

日
高
高
校

箏
曲
部

TOWN information

町の人口と世帯

平成21年11月30日現在
人　口 7,777人
　男 3,688人
　女 4,089人
世帯数 2,793戸

日
高
町
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章

　

人
が
町
を
つ
く
り

　
　
　
　

町
が
ひ
と
を
つ
く
る

一
恵
ま
れ
た
自
然
を
大
切
に
し

　

快
適
で
住
み
よ
い
町
を
つ
く
り
ま
す

一
歴
史
と
伝
統
を
愛
し

　

心
豊
か
な
町
を
つ
く
り
ま
す

一
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み

　

健
康
で
明
る
い
町
を
つ
く
り
ま
す

一
知
恵
を
出
し　

汗
を
流
し

　

活
力
あ
る
町
を
つ
く
り
ま
す

一
故
郷
に
誇
り
を
も
ち　

ふ
れ
あ
い
を

　

大
切
に
す
る
町
を
つ
く
り
ま
す

町長・町議会議長と受賞者のみなさん

魚拓風のぼりと
　園児の絵入りのぼり

　

日
高
町
観
光
協
会（
金
﨑
昭
仁

会
長
）が
、名
物
ク
エ
を
Ｐ
Ｒ
す
る

た
め
新
た
な
戦
略
と
し
て
、ク
エ
の

魚
拓
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
の
ぼ
り
と
、

町
内
３
保
育
所
の
園
児
ら
が
描
い

た
絵
を
組
み
合
わ
せ
た
の
ぼ
り
を

作
成
し
ま
し
た
。

　

の
ぼ
り
は
、海
岸

線
へ
向
か
う
県
道
沿

い
の
公
共
施
設
を
は

じ
め
、旅
館
・
民
宿
に

設
置
す
る
ほ
か
、農

協
や
コ
ン
ビ
ニ
、Ｊ
Ｒ

御
坊
駅
、紀
伊
内
原

駅
な
ど
に
も
協
力
を

お
願
い
し
て
い
ま
す
。

　

町
内
を
訪
れ
た
観
光
客
ら
が
、の

ぼ
り
を
た
ど
っ
て
い
け
ば
、ク
エ
を
食

べ
ら
れ
る
旅
館
・
民
宿
に
到
着
で
き

る
よ
う
に
す
る
の
が
ね
ら
い
で
、ク
エ

料
理
の
シ
ー
ズ
ン
が
終
わ
る
３
月
頃

ま
で
設
置
さ
れ
ま
す
。

今度はのぼりで
“元祖クエのまち”をＰＲ!!

日
高
町
文
化
賞
決
定
！

日
高
町
文
化
賞
決
定
！


